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1.はじめに 2.住宅昼光環境に関するアンケート調査
住宅室内の昼光照明環境や，居住者の室内視環境評価 2. 1 調査方法
は，住宅の外部環境のあり方に多大な影響を受ける。即 大型宅地開発地犠である大阪府池田市伏尾台，大阪府
ち，室内の昼光照明環境は，窓前の天空の大きさや，直 鐙能郡豊能町ときわ台，及び，同豊能町東ときわ台の
射日光の出現の仕方によって決定され，居住者の室内視 第一種住居専用地域(建蔽率40%)に於て，住宅の建築
環境評価は，室内の輝度分布，直射日光の入射に伴うグ 年数が(1)1年未満，(2) 1年以上3年未満， (3)3年以上7
レア等によって影響される。昼光環境設計を住宅建設時 年未満.(4) 7年以上の4調査グループに住戸を分類した
のみ対象として行うならば，建設時の外笥立環境を実測し， 後，各グループ20軒を目標に，建築年数，住宅規模，及
窓の大きさ，位置等を考慮することによって，室内昼光 び主として日照に関する評価についてアンケート調査を
照明環境の把握も容易に行うことができih筆者らの研 行った。
究結果1)から外部環境の立体角投射率と居住者評価との 建築年数による分類別アンケー卜調査住戸数を表一l
関連も予測できる。 に示す。但し 1年未満の住宅についてはその絶対数が
しかしながら，個々の住宅に於て， 複雑に存在する住 少ないことにより目標調査戸数に達することができなかっ
宅外部環境に関する具体的な資料はなく，設計時に対象 た。
住宅の将来の外部環境を予測することは極めて困鍍であ
ると言える。そこで筆者らは，既報叫lこ於て，宅地開発
後建築物 (住宅)が建ち並び，周辺にほぼ空地がなくなっ
た住宅地のみを対象に，大阪府下の第一種住居専用地紙
第二種住居専用地峡，住居地場の3用途地緩からランダ
ムに住戸をサンプリングし，住宅外部環境の実測調査を
行って，建蔽率別に，大阪府下における都市住宅の標準
的な住宅の外部環境モテ・ルを作成した。
ところが，同一住宅でも，近隣での建築物の地加や，
樹木の成育等に伴い外部環境が時系列的に変化すること
が予測される。そこで本研究では，ある程度の将来に亙っ
て，快適な昼光環境を保つ住宅を設計するために，アン
ケート調査及び実測調査を基に，居住者の住宅昼光環境
評価と住宅外部環境の時系列変化について考察するもの
である。
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表-1 アンケー ト調査{主戸数
調査番号 建築年数
(1) 1年未満
(2) l年以上3年未満
(3) 3年以上7年未満
(4) 7年以上
2. 2 調査結果及び考察
2. 2. 1 伎宅規復
調査住戸数
10 
23 
22 
23 
まず，住宅設計条件の第ーである敷地面積について，
建築年数による調査グループ聞の検討を行う。各建築年
数による調査グループ別に，敷地面積累積頻度分布を図一
lに示す。その結果，各調査グループの敷地面積中央値
は続ね等しく，各々のグループ内の敷地面積のばらつき
も小さいことがわかる。また，それぞれの調査グループ
聞の敷地面積の平均値には差が認められなL、。
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図ー 1 敷地面積累積頻度分布
次に，各調査グループ毎の，延床面積の敷地面積に対
する割合(容積率)について，建築年数による調査グルー
プ聞の検討を行う。建築年数による調査グループ別に，
容積率累積頻度分布を図-2に示す。調査グループ聞の
容積率中央値については，やや差が認められるが，各々
の調査グループ間の容積率の平均値に有意な差が認めら
れず，ぱらつきも小さい。
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図-2 容積率累積頻度分布
以上の結果から.*研究で分類した建築年数による各
調査グループは，グループ聞の住宅規模に概ね差がない
と考えられる。
2. 2. 2 日照を必要とする場所
住宅内で“日照を必要とする場所"についてのアンケー
ト調査の結果. 1位及び2位について調査グループ別に
図-3.図-4に示す。各調査グループとも 1位に“居
間"をあげたものが緩めて多く.68%-82%を占める。
また “日照を必要とする場所"の2位についてはばらつ
きが多いが， “子供部屋"“食堂"“庭"の回答率が高
かっfこ。
以上の結果は，約15年前に中根らが大阪府下で行った
調査結果りとほぼ問機であったと言える。但し，中犠ら
の調査結果によると，日照を必要とする場所は， “食堂"
よりむしろ“台所"に対する回答率が高かったといえる。
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図-4 日照を必要とする場所(2位)
これは.15年間の時代を背景とした住居者評価の時系列
変化であると思われる。
更に，これらの日照を必要とする場所は，通常の住宅
計画において， “居間"“子供部屋"“食堂"“庭"が
住戸の南向き位置に多く配置されることと一致している
と考えられる。特に，図-5“庭のある方角"について
のアンケート調査の結果は，南の回答は(1X2X3)の調査グ
ループについては全体の約90%.(4)の調査グループにつ
いては約70%を占めていた。南東，南西をも含めると，
ほぽ100%に近い値を示している。
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2. 2. 3 日照に対する期待
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“日照に対する期待項目"に関してのアンケー ト調査
結果から，期待項目のl位及び2位について調査グルー
プ別に図-6.図一7に示す。各調査グループとも l位
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満足度評価
図-9 室内での冬の日当たり満足度評価
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内での冬の日当り"の満足度評価結果も，各調査グルー
匡雲jS気f.Z玄
プとも非常に満足(+3)と答えたものが最も多く26%
墜ヨ凋銃モ
(4) 際~その偽 -44%を占め. 0よりプラス (+)側，即ち，満足償IJの
回答率が極めて高いことが分かる。
2. 2. 4 日照時間
図一 7 日照に期待する項目(2位) “最も臼照が必要だと思う場所"において，居住者が
必要とする最低日照時間(以下，必要最低日照時間とい
に“明るさ"と答えたものが70%を超え. 2位に“ 暖か う)の中央値と.岡場所の居住者が意識したいる日照時
さ"と答えたものが約50%を占める。日照に対する“明 間(以下，意識日照時間という)中央値とのアンケート
るさ"“暖かさ"への高期待度.及び“明るさ..1位. 調査結果を図ー10に示す。必要最低日照時間は建築年数
“暖かさ..2位の期待順位は，住宅の建築年数による調
査グループ聞に全く差が認められない。放に，住宅にお
ける昼光環境設計時には，居住者の視環境評価として，
“明るさ"“ 暖かさ"に対する考慮が先ず優先されるべ
きであると考えられる。
次に，臼j照に対する期待度の高い“明るさ"“暖かさ・・
について，その満足度評価を見ると，図-8“室内での
昼間の明るさ"についての満足度評価は，非常に満足
(+ 3)と答えたものがいずれの調査グループにおいて
も約半数を超えていることが分かる。また.図-9“室
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図-8 室内での昼間の明るさ
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関-10 最も日照が必要だ.と思う場所の日照時間
の治加にともなって培加し，その差は最大1.2時間で
ある。また，意識日照時聞は調査グループ問の差が小さ
く7時間程度であるといえる。意識日照時間は，いづれ
の調査グループにおいてもほぼ必要録低日照時聞を満た
しており，居住者にとって“最も日照を必要だと思う渇
所"の採光条件はほぼ良好であると考えられる。
しかしながら，図一1lからわかるように“冬至の日に
4時間日照を得られない居室"の全居室数に対する割合
は.(4)建築年数7年以上の調査グループに於ては，約%
を占めており，他のグループよりやや高い値を示してい
る。
( 3 ) 
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図ー1 冬至の自に4時間日照を
得られない居室の割合
2. 2. 5 まとめ
居住者の住宅昼光環境に対するアンケート謁査の結果，
“冬至の日に4時間日照を得られない居室の割合"が，
建築年数の地加に伴ってやや高くなっていたが，満足度
評価，意識日照時間等については，建築年数の増加に基
づく顕著な差は認められなかった。故に，居住者の昼光
環境に対する評価は，特に，時系列的に変動するとは考
えにくい。
3.住宅外部環境の実測調査
3. 1 外部環焼の立体角投射率
3. 1. 1 翻査方法
測定は，既報"と同様に，建物の東西南北4方向の外
壁面の地上1.5メートルの高さから，等距離射影方式の
魚眼レンズを用いた写真撮影法によるものである。建築
年数による分類別実測調査住戸数を表-2に示す。
表-2 実現IJ鯛査住戸数
調査番号 建築年数 調査住戸数
(1) 1年未満 10 
(2) I年以上3年未満 13 
(3) 3年以上7年未満 12 
(4) 7年以上 12 一
次に，実測写真より，外部環境を (ア)建築物.(イ)
天空. (ウ)樹木. (エ)コンクリート等水平面. (オ)
土・芝生の5つの外部環境要紫に分類し，建築年数によ
るグループ別に.各外部1境要素の鉛直面での立体角投
射率中央値を求める。各環境要素の立体角投射率と建築
年数との関係を回帰して，図-12-図一16に示す。
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図ー12 建築年数と立体角投射率との関係(建築物)
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図-13 建築年数と立体角役射率との関係(天空)
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図-14 建築年数と立体角投射率との関係(樹木)
次に，住宅の昼光環境に最も影響を及ぼす，天空の立
体角投射率については， 4方位とも，建築年数が2年を
過ぎると減少率が極めて低くなっている事がわかる。ま
た，南の方角については，特に， 2年を過ぎると約30%
の一定値になることが分かる。この，建築年数2年時と
は，前述のとおり，住宅建設時当初より増加していた建
築物の立体角投射率が，減少に向かうピーク時に一致し
ている。これは， 本調査対象地区では，最初に住宅建設
が行われた時点より約2年で，おおよそ建築物の建設が
終り，調査住宅の周辺にほぼ空地がなくなったと考えら
れる。
土・芝生についても，建築年数の増加に伴って立体角
投射率が減少しているが.建築年数が多いほどその減少
率が低いことが分かる。但し，コンクリ ート等水平面に
ついては，建築年数の増加に伴う，立体角投射率の増加
は認められない。
3. 2 外部環境要素の出現位置
3. 2. 1 調査方法
まず. 3. 1節に於て撮影した.47住戸のよ方向及び，
下方向の各々の等距離射影方式による外部環境の写真か
ら，等仰角，等方位角22.5度ごとに，各々 64分割する。
次に，各々の分害IJ部で，最も立体角投射率の大きい外部
環境要素を取り上げて.各分割部の47住戸中の，最頻出
現要素を求める。その最頻出現要素に基づいて，外部環
境の鉛直面モデル図を作成し，図-17に示す。
但し，上記の方法によると，個々の住宅外部環境に占
めていた樹木の出現頻度はOになり，モデル図上に樹木
は出現しない。そこで，樹木については，各分割部中で
の樹木の出現頻度のみを対象に考え，図中に出現率10%
をl点としてプロットし表した。
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3. 1. 2 調査結果及び考察
図ー 12-図一16より，住宅外部環境の時系列変化は，
樹木に於て特に，各方位とも建築年数の増加に伴う立体
角投射率の増加が顕著である事がわかる。また，建築物，
天空.及び土 ・芝生については逆に，建築年数の増加に
ともない，概ね立体角投射率が減少していることがわか
図-16
北
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( 5 ) 
る。
建築物の立体角投射率については，南北の方角に於い
て，建築年数の2年をピークに 2年以下では建築年数
の増加に伴い増加しているが 2年を過ぎると再び減少
していることがわかる。また，東西の方角では建築年数
の増加にともなってやや減少していることがわかる。
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3. 2. 2 調査結果及び考察
図-17より，住宅外部環境には，外部環境要素の出現
位置が交雑することなく，おのおのにまとまって出現し
ていることが分かる。また.樹木についてはほぼ建築物
上に出現しており，時系列変化にともなう樹木量の増加
によって，天空を著しく覆うとは考えられないことが明
らかになった。即ち， 3. 1節に於て，天空の立体角投
射率の時系列変化が，調査住宅の周辺にほぼ空地がなく
なった時点より一定であったことを裏付けるものである。
3. 3 まとめ
本研究における，住宅外部環境の実測調査の結果，住
宅の外部環境には.外部環境要素別にそれぞれ異なった
時系列変化が認められた。特に，住宅の昼光環境に最も
影響を及ぼす天空については，周辺にほぼ空地がなくなっ
た時点より，その立体角投射寧はほぼ一定であることが
明らかになった。
紋iこ，既報"で大阪府下の，周辺にほぼ空地がない住
宅地を対象に行った外部環境の実祖IJ調査結果は，長期的
な住宅外部環境を予測する資料として，充分有効である
ことが猪認された。
また，将来の天空の立体角投射率が予測できることに
よって，居住者の室内視環境評価についても予測するこ
とが可能であり，天空の立体角投射率を改善できない場
合でも.設計時に樹木量を調節することによってベ居
住者にとって，より好ましい住宅昼光環境の創造が可能
であると考えられる。
4.おわりに
本研究の結果，周辺にほぼ空地がない状態を想、定する
ことによって.住宅外部環境の将来の天空の立体角投射
率を予測することが可能であることが明らかになった。
今後は，更に，当初からの予定である，住宅外部環境
の地獄特性についても明らかにしていくつもりである。
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Summary 
In this paper， the authors have proved， in consideration of the result of our external environment survey， that 
external environment of housing showed time serial changes for respectively different factors of external environ-
ment. In particular， as for sky， which effects daylight environment most， we have proved that configuration factor 
of sky was kept constant (unchanged) from a point in time when unoccupied ground scarcely exsisted (when housing 
occupied the area). The result has confirmed that the model assumption of external environment in Osaka Prefecture， 
which we showed as the result of survey in almost occupied housing area in our previous report， was efficient as data 
for long-term prediction of external environment of housing. 
Accordingly， we have provided disigners with the data which enable them to predict config¥!ration factor at future 
housing external by obtaining the relation between configuration factor and building-to-land ratio from external 
environment of housing. Further， using the result of our study， designers can predict residents' evaluation for interior 
environment by predicting configuration factor. Moreover， even if designers can not widen sky space which extends 
good effect to residents' visual environment eValuation， designers can create residents' favorable daylight environment 
of housing by supplying appropriate quantity of trees to the external environment of housing. 
(6 ) 
